
平成２７年（２０１５年）５月１９日発行－５－　　（２４６号） 市 議 会 だ よ り

市
民
が
主
催
し
た
車
椅
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
事
業
の
様
子

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
選
挙
権
を　

歳
ま
で
引
き
下
げ

１８

る
国
会
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
の
機
会

に
、
本
市
に
お
い
て
も
若
者
が
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
若
者
の
声
が
反
映

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
若
者
総
合
計
画
を
策
定
す

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
民
参
加
推
進

会
議
等
で
も
審
議
さ
れ
て
い
る
。
先

進
事
例
の
情
報
を
収
集
し
多
様
な
意

思
を
市
政
に
活
か
す
べ
く
取
り
組
む
。

　

許
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
、
様
々
な
取
組
が
自
治
体
に
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
契
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
の
交
流
機
会
を
積
極

的
に
作
ら
な
い
か
。
形
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
場
な
ど
の
公
共
施
設
や
大
学
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
の
貸
出
し
を
仲
介
し
、

競
技
・
団
体
を
後
押
し
し
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
今
後
も
機
会

を
活
か
せ
る
よ
う
、
研
究
し
た
い
。

　

市
長　

形
多
摩
地
域
の
活
用
に
つ

い
て
市
長
会
を
挙
げ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
小
金
井
と
し
て
も

何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
玉
川
上
水
の
人
道
橋
架

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
小
金
井
公
園
前

の
横
断
歩
道
の
移
設
、
五
日
市
街
道

の
遊
歩
道
と
都
道
の
歩
道
の
安
全
対

策
、
来
年
改
選
の
消
防
団
員
確
保
に

向
け
た
減
税
や
応
援
シ
ョ
ッ
プ
設
置

の
要
請
、
機
能
別
消
防
団
の
検
討
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
今
年
か
ら「
小
金
井
教
育
の
日
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
研
究
発
表

会
に
つ
い
て
、
契
東
京
学
芸
大
学
の

永
田
先
生
の
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
道

徳
教
育
」
の
活
か
し
方
は
。
形
講
演

会
で
、
体
験
活
動
の
重
要
性
に
触
れ

て
い
た
が
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構

想
の
今
後
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
道
徳
教
育
推

進
委
員
会
で
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

教
育
長　

形
移
動
教
室
や
農
業
体

験
は
、
子
ど
も
た
ち
を
精
神
的
に
成

長
さ
せ
る
。
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構

想
を
研
究
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

　

許
「
名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）」
に

つ
い
て
、
来
年
度
予
定
の
内
容
と
、

育
苗
フ
ァ
ー
ム
の
移
転
へ
の
対
応
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

来
年
度
は
、
関

野
橋
・
梶
野
橋
間
下
流
に　

本
の
苗

１５

若
者
の
声
を
反
映
し

若
者
の
声
を
反
映
し
たた

魅
力
あ
る
市
に
す
る
た
め

魅
力
あ
る
市
に
す
る
た
め
にに

木
の
補
植
を
予
定
。
育
苗
フ
ァ
ー
ム

の
確
保
に
は
、
全
力
を
注
い
で
い
る
。

　

距
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開
始

す
る
に
当
た
り
、
契
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
の
職
員
体
制
の
強
化
を
。
形
各

課
と
の
密
接
な
連
携
を
。
径
職
員
研

修
の
動
向
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
協
議
を
進
め

て
い
く
。
形
福
祉
保
健
部
各
課
で
連

携
を
図
り
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と

適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
径
研
修
や
連
絡
会
に
参
加
し
、

知
識
や
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
農
家
の
野
焼
き
、
不
法

投
棄
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚　

年
、　

年
後
の
小
金
井
の
ビ

１０

２０

ジ
ョ
ン
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

小
金
井
市
は
大
き
な
都
立

公
園
に
囲
ま
れ
、
大
学
や
研
究
所
も

あ
り
、
住
環
境
が
素
晴
ら
し
い
。
小

金
井
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成

７
・
８
年
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
だ

っ
た
が
、
中
央
線
の
連
続
立
体
交
差

や
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
の

再
開
発
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
こ
と
で
、
税
収
構
造
は
変
わ
っ
て

い
く
。
今
後
は
人
口
が
減
ら
な
い
施

策
を
進
め
、
若
年
層
に
魅
力
あ
る
ま

ち
を
作
り
、
担
税
力
を
持
つ
方
々
に

住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

許
学
校
教
育
現
場
で
の
「
合
理
的

配
慮
」
の
検
討
と
、
特
別
支
援
学
級

児
童
の
校
外
学
習
参
加
の
現
状
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

合
理
的
配
慮
に

子
ど
も
達
の
未
来
に
は

確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

当
た
り
、
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、

学
校
と
関
係
機
関
が
連
携
し
た
指
導

体
制
の
確
立
、
学
校
内
の
チ
ー
ム
体

制
充
実
と
い
う
３
点
の
課
題
を
、
学

校
や
関
係
機
関
、
専
門
家
等
と
連
携

し
て
研
究
し
た
い
。
通
常
学
級
の
校

外
学
習
に
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も

た
ち
の
全
員
は
参
加
で
き
な
い
事
実

が
あ
っ
た
。
参
加
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
、
合

理
的
配
慮
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、

学
習
の
狙
い
、
内
容
、
障
が
い
の
状

況
や
発
達
段
階
、
集
団
で
の
適
応
状

態
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
難
病
患
者
は
、
薬
や
治
療
法
が

確
立
し
な
い
中
、
重
い
病
と
高
額
な

医
療
費
に
苦
し
ん
で
い
る
。
公
明
党

が
推
進
し
た
難
病
医
療
法
が
１
月
に

施
行
し
、
夏
ま
で
に
難
病
指
定
が　
５６

疾
患
か
ら　

疾
患
に
拡
充
、
対
象
患

３００

者
数
も　

万
人
か
ら　

万
人
に
倍
増
、

７８

１５０

子
ど
も
の
難
病
も　

疾
患
か
ら　

疾

５１４

７０４

患
に
拡
大
す
る
。
申
請
す
れ
ば
医
療

費
助
成
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら

れ
る
。
契
広
く
周
知
し
な
い
か
。
形

不
安
を
抱
え
た
難
病
者
の
支
え
と
な

る
患
者
会
に
つ
な
げ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
更
な
る
周
知
を
行
う
。
漏
れ

の
な
い
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を
行

う
。
形
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

許
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

身
近
に
相
談
で
き
る
環
境
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
わ
な
い
か
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
（
ア
ド

バ
イ
ス
の
場
所
）
を
参
考
に
和
光
市

で
は
「
わ
こ
う
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
推

進
し
て
い
る
。
契
母
子
保
健
相
談
支

援
事
業
等
を
進
め
な
い
か
。
形
妊
娠

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
行
わ
な
い
か
。

ま
た
、
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
や
子
育

て
ホ
ッ
ト
メ
ー
ル
配
信
を
要
望
す
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
形

都
の
事
業
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
武
蔵
小
金
井
駅
の
ホ
ー

ム
ド
ア
設
置
を
質
問
し
ま
し
た
。

小
金
井
の
未
来
／
学
校
で

小
金
井
の
未
来
／
学
校
で
のの

合
理
的
配
慮
の
検
討

合
理
的
配
慮
の
検
討
はは

「
小
金
井
教
育
の
日

「
小
金
井
教
育
の
日
」」

の
活
か
し

の
活
か
し
方方

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

虚
契
な
ぜ
倒
壊
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
隣

に
新
福
祉
会
館
を
建
て
る
の
か
。
形

現
福
祉
会
館
の
耐
震
調
査
の
結
果
は
、

「
Ｘ
方
向
は
全
階
が
耐
震
性
能
を
下

回
る
」「
部
分
崩
壊
の
危
険
性
が
あ

る
」
で
あ
る
。
耐
震
調
査
か
ら
４
年

が
経
過
し
た
。
市
長
は
さ
ら
に
３
年

以
上
使
い
続
け
る
計
画
で
あ
る
。
極

め
て
危
険
で
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。

人
命
優
先
で
早
急
に
仮
移
転
す
べ
き

で
は
。
径
新
福
祉
会
館
の
設
計
業
者

の
選
定
は
、
競
争
原
理
を
作
用
さ
せ

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
う
約
束

だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
の
研
究
室

に
一
者
随
意
契
約
で
発
注
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
を
市
長

は
正
し
い
と
思
う
の
か
。
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
の
選
考
委
員
を
お
願
い
に

行
っ
た
先
生
が
「
俺
が
や
る
」
と
言

っ
て
、
そ
こ
に
発
注
す
る
な
ん
て
、

そ
ん
な
も
の
の
決
め
方
が
あ
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
建
物
の
状
況

は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
答
弁
が

難
し
い
。
形
仮
移
転
場
所
も
模
索
し

た
が
、
場
所
が
な
か
っ
た
。

　

市
長　

径
新
た
な
手
法
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
方
が
い
い
と
な
れ
ば
、

変
わ
る
こ
と
は
当
然
あ
る
。

　

許
中
央
通
り
（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架

北
側
側
道
）
は
緑
化
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
後
、
緑
化
に
向
け
た
具
体

的
見
通
し
は
得
ら
れ
た
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
中
。

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
公
民
館
の
基
本
方
針
に
「
誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
共
に
ま
な
び
、

共
に
ふ
れ
あ
う
」
と
あ
る
。
契
今
後

も
こ
の
方
針
は
活
か
さ
れ
る
の
か
。

「
誰
も
が
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
は
。

形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
へ

の
認
識
は
。
径
利
用
料
無
料
の
原
則

は
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
唯
一
の
方
針
、

拠
所
で
あ
る
。
社
会
教
育
法
に
「
す

べ
て
の
国
民
が
」
と
あ
る
。
公
民
館

は
こ
の
考
え
が
基
本
。
形
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
捉
え
方
や
、
学
び
の
実
践
は

研
究
課
題
。
径
ご
意
見
と
し
て
承
る
。

　

許
契
市
内
の
認
知
症
の
方
の
人
数
、

徘
徊
な
ど
の
通
報
数
は
。
形
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
目
的
と
修

了
者
数
は
。
径
子
ど
も
対
象
の
講
座

は
。
恵
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
、

難
病
指
定
の
拡
充
に
つ
い

難
病
指
定
の
拡
充
に
つ
い
てて

広
く
周
知
し
な
い

広
く
周
知
し
な
い
かか

安
全
・
安
心
・
便
利

安
全
・
安
心
・
便
利
なな

新
福
祉
会
館

新
福
祉
会
館
をを

認
知
症
模
擬
訓
練
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
推
定
約
３
千

　

人
。
今
年
度
の
通
報
は
７
件
程
度
。

５００当
日
中
保
護
さ
れ
た
。
形
認
知
症
の

正
し
い
知
識
と
理
解
の
市
民
へ
の
啓

発
が
目
的
。
今
年
２
月
現
在
、
２
千

　

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
。
市
長
を
は
じ

７４９め　

人
の
職
員
も
受
講
。
恵
ネ
ッ
ト

３９０
ワ
ー
ク
構
築
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

介
護
福
祉
課
長　

径
子
ど
も
会
、

自
治
会
、
老
人
会
等
の
合
同
イ
ベ
ン

ト
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
寸
劇

に
よ
る
子
ど
も
向
け
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
。
市
も
勉
強

に
な
っ
た
。
大
事
な
取
組
だ
と
認
識
。

公
民
館
無
料
原
則
の
再

公
民
館
無
料
原
則
の
再
評評

価
を
／
認
知
症
模
擬
訓

価
を
／
認
知
症
模
擬
訓
練練

「
小
金
井
教
育
の
日
」の
様
子


